
令和７年度鳥取県クラウド型セキュリティサービス調達業務 

公募型プロポーザル受注者選定評価要領 

 

令和７年度鳥取県クラウド型セキュリティサービス調達業務を実施するに当たり、契約の締結先として最も

ふさわしい者を選定するため、提出のあった企画提案書等の評価を下記のとおり実施する。 

 

記 

 

１ 評価委員会の設置 

（１）評価委員会の名称 

令和７年度鳥取県クラウド型セキュリティサービス調達業務公募型プロポーザル受注者選定等評価委

員会 

（２）構成人数 

評価委員の数は５名とする。 

 

２ 評価の進め方 

（１）提出された企画提案書等について、書類評価、提案者からのプレゼンテーション（評価委員会）及び提

案者との質疑応答等を受けて評価する。 

（２）参加申込者が多数の場合（８者以上）には、以下の日程で二段階選抜を実施する（８者未満の場合にはプレゼン

テーション時の評価のみとする）。 

令和８年１月９日（金） 企画提案書等提出期限 

令和８年１月13日（火） 書類評価によりプレゼンテーション実施者を選抜 

令和８年１月14日（水） 選抜結果及び選抜者へプレゼンテーションの案内を送付 

令和８年１月19日（月）、20日（火） プレゼンテーションの実施 

 

３ 評価方法 

（１）各評価委員が下記の基準で採点した性能点（180点満点）の平均点と価格点（100点満点）を総合し（280

点満点）、最も高得点を得た者から順位をつけるものとする。 

ア 性能点 

（ア）性能点の上限は180点とする。 

（イ）性能点は次の方法により算出する。 

評価基準書中の各提案項目について、評価委員会の各委員が採点する。 

採点方法は以下のとおりとする。 

ａ 評価基準書中の各提案項目について、評価委員会の各委員が３段階で採点する。 

ｂ 各委員の採点値の合計点の平均をもって当該提案者の性能点とする。 

イ 価格点 

（ア）価格点の上限は100点とする。 

（イ）価格点は以下の計算方法により算出する。 

価格点＝100×（全社の中での最低見積額／自社の見積額） 

価格点は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位表示とする。 

（２）（１）により最も優れた順位を得た者を最優秀提案者として選定する。同点の提案者が複数となった場

合には、評価委員の合議により順位を決定する。 

（３）別紙企画提案書評価項目に示す必須項目で、同じ項目について0の採点を付けた委員が過半数あった場

合、当該提案者を原則失格とし、落札候補者として選定しない。 



（４）見積額がライセンス単価上限額（550円／人（税込））を超えた場合は評価の対象としない。 

（５）各評価委員の評価に係る採点のうち性能点の平均点が60点に満たない場合は、評価の対象とならない。

また、提案者が１者であった場合でも評価を行い、採点の平均点が60点以上であった場合は当該提案者を

最優秀提案者とする。 

 



要件
仕様書
該当項目

配点

必須要件

７（１）ア

７（１）イ

７（１）ウ

７（１）エ

７（１）オ

７（１）カ

７（１）キ

７（１）ク

７（１）ケ

７（１）コ

任意要件

７（２）ア（ア）

７（２）ア（イ）

７（２）イ（ア）

７（２）イ（イ）

７（２）イ（ウ）

７（２）イ（エ）

納入実績 実施要領

６（２）ウ（ウ） 10

180

No 評価項目 配点
ライセンス単価
上限額（税込）

40

ネットワークに
関するもの

100 550円／人

3

4

7

8

セキュリティサービスの納入実績があり、その内容が優れてい
ること。
　※今回の調達と同程度同規模の納入実績がある
　※学校や自治体への納入実績がある

その他 仕様書７に示す以外に、有益な機能や運用に関する提案が
あれば提案すること。 10

5

セキュリティサービスの導入に伴う、本業務以外の新たな経費
負担が少ないこと。

構成を極力変更しないこと。

セキュリティサービスを導入する際に、発注者の作業負担が
少ないこと。

20

2

セキュリティサービスの導入に伴う、本業務以外の新たな経費
負担が少ないこと。

クラウド型セキュリティサービス調達業務
企画提案書評価項目

1

マルチデバイス対応であること。

2

カスタマイズ可能なブラックリスト、ホワイトリストを提供可能な
こと。

大項目

1

100

7

8

【性能点】

3

合計

評価の基準

価格点＝１００×（全社の中での最低見積額／自社の見積額）1 入札額

【価格点】

1

セキュリティサービスを導入する際に、発注者又は利用者の
作業負担が少ないこと。

端末等に関す
るもの

2

6

セキュリティサービス導入後の運用管理が容易であること。

小項目

データセンターが冗長化されていること。

クラウドサービスで提供されることとし、サーバ構築等のハード
ウェアの設置が不要であること。

ChromeOS/WindowsOS/iPadOS等のモバイルPC用のローミ
ングクライアントソフトウェア等の提供により、端末の持ち帰り
に対応していること。

カテゴリフィルタリングができること。

マルウェアに感染する可能性があるURLや改ざんされたサイ
ト、感染後のマルウェアが通信するURLのブロックができるこ
と。

4

アクセスログをクラウド上で確認できること。

5

設定からデバイスのポリシー更新までクラウド（ブラウザ）で一
括管理できること。

6

モバイルユーザ/デバイス単位でポリシーを適用できること。

9

10

別紙


